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お寅い上げありがとうございます。 

X -700 はプ□グラム AE 撮影、紗パ憂先 AE 撮影、マ ニ ュアル 
f 最影のできる、システムー眼レフカメラです。ミノルタ3ホ自 
の「カメラぶれに強い高をプ□グラム」を採巧し、モータ ー 
ドライブゃ専用フラッシュ、およびを機能データノ く'ックなど 
のれ属品まで含めて、ミノルタプ□グラムシステム ( MPS ) 
が構成されています。 

プ□グラム AE 撮影は、高級一眼レフにふさわしい本格派 
プログラムを採巧し、シャッターま度も紋りも被写イ本の巧る 
さに応じてカメラが自動的じ;夫めてくれます。また、才一 
トエレクト □フラッシュ 280 PX または 360 PX を巧う とき 
でも、カメラを P モードにセットしておけば、レンズ•カメラ- 
フラ ッ シュ本かの操作は不要で、充電完了をシャッターを切 
るとフラッシュ撮影に適した，校り値が自動的にミ夫をされ、 
ダイレクト測光じより適正なフラッシュ撮影ができます。 
巧めて一眼レフカメラをお使いじなる方は、一般的な撮影 
手順を示した「基本的がまし巧」からお読みくださし、。また、 
本使用説明書とは別に 「 X -700 プログラム AE 撮影早わか 
り」も用患しておりますのであわせてご宾〈ださい。 

なお、 X - 700の性能を十々ご;舌用いただくために、本使用説 
巧書は最 f 麦までお読みください。 


ミノルタ X -7( 近の機能をま用していただ〈ためには、结社独自 
のノウ•ハウにより、カメラに適さ•するように設計•がを苗 a さ 
れている、巧換レンス‘および付«おの巧用をわすすめします。 
'当せ製品なかのを換レンズまたはか]*おを#に装»できる' 
というだけでお使いじなる巧を、どのようなことが起こるか、 
当社では予測できません。 


この使用説明書の写真および巧容説巧は、 MD 50 mmFl .4 レン 
ズ付で巧なっていますザ、ほかの MD レン ブをお貿ボめの方も 
巧用ちミちは同じです。 

なお、この巧用説明書は X - 700の®い方が中'むになってし、ます 
ので、巧わ上の一お的知識は別の専門書をお読み< ださい。 
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各部の名祿 
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ストラップの取りつけ 




1ストラップを肩当て、電池ケース、アイピースキャ クストフップの両端を二巧おし通して固疋します。 

丄 ップじ通します。 乙 

• 電池ケースじは予備の電池が2個入ります。 










レンズの着脱 



レンズキャップをはずします。 


ボディキャップとレンブ後キャップをはずします。 


2. レンスの取りはすし方 


3 レンズのバヨネット標点(ホ点 ） をボディのホ指標レンズを取りはずすときは、レンズ交換ボタンを押し 
に合わせてはめ&み、□ックがかかるまで回して取たまま止まるまで回して、前方に引ホしてはずします。 
りつけます。 
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胃 ^* 了 、y x -7 孤は電;也がないと作動しませんので、'必ず電巧を入れてから 


おイをし、くださし、。 



• 1 . 5 V アルカリ•マンガン電池 ( LR 44/ A 76) 
•1.55 V 酸化ミ良巧池 G -13 形レに SFi 44) 
上記のどちらか同じものを2他使います。 


電池室ぶたをはずします。 

電池室ぶたの極’ I 哇傑、 0) に従って電池を2個入 
れます。 

電池室ぶたをしめつけます。 




メインスイッチを垣 H または垣西（こします。 


5 シャッターボタン(こ指を辩れたまま、ファインダー 
巧の LED が点灯するかどうかをチェックします。 
(シャッターボタンに独れても LED が点灯しない 
ときは、シャッターボタンをかし押して〈ださし、。） 

• L ED が点'灯すれば電池の’性能は十みですが、点むしな 
し、ときは、電池の入れ方が間違つているか、電池が消耗 
してし、ます。電池を入れ直すか、交換して〈ださし、。 
《これで、撮影の準備は完了です。〉〉 

• 66 ぺージの 『電池 (こ 関するま意』も併せてお読み ください。 















フイルムの入れ方 

使用するフイルム 



パト□ーネ入り3日麵フイル厶 （135 型）。フイル厶の化し入れは、直射日光を避けて行なって〈ださし、。 



裏ぶたを開けます。 
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フイルムを入れます。 


‘フイルムを入れたらまぶた開閉ノブはもとにもどします。 
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2 フイルムの先を差し込みます。 

フイルムの正しい差し込み方 おい例 



4 フイル厶の上下のでが、スプ□ケットの惭こかみさ 
うまで、巻上け'てシャッターを切る操作を繰り返 
しまも 

★巻上げレバーが止まるまでを上け'て完全に戾ら'か、と、 
シャッ ターボタンを巧しても シャッ ターは切れません。 
また、メインスイッチが M になってしぶときも切れま 
せん。 

•日音いところやレンズキャップをつけたままでシャッターを 
切るときは、シャツターダイヤルを1000にセットしてくださ 
い。 




^裏ぶたを静か(こ閱じます。 f フイルムカウンターが1になるまで、フイルムを巻 

^ W 上げてシャツターを切る操作を繰り返します。 

■フイルムザ正しく送られていれば、フイルムシグナル窓の 
左側にホ色のシグナルザ出!ます。 
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フイルム感度の合わせ方 



フイル厶を入れたあとは、必ず使用するフイ J レムの感度 
( ASA / に0感度）をさわせます。 


•たとえば、 ASA / に0100のフイルムならば、フイルム感度 
ダイヤルを持ち上げたまま回して、フイルム感度表示窓の 
指標 I こ100をさわせます。 
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プログラム AE 撮影 ( P モード) 


P モードでは、絞り 
値らシャッター速度 
も被写化の日月るさに 
応じてカメラが自重力 
的にまをします。絞 
り f 直やシャッター速 
度を選ぶ煩わしさが 
なく、スナップ、記念 
写真、風景写真など、 
MD レンス''を使った 
一般撮影は、ほとん 
ど P モードで撮影で 
きます。 





3 レンズのを交りを最小絞 
り（緑色表示）にセット 
し、□ックします。 


2 シャッターダイヤルを 
こ臣]にさわせます。 
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マイク□プリズムおよびアキユートマッ饱を使用するち合 


r てで ' 

m 



レンズの距離リングを回して、マイク□プリブム泻真 
ち）での像のチラツキがなくなるようじします。また、 
アキユートマット面(写真ち）をイま用するときは、像が 
はっきり見えるようにします。 

• 開放 F 値の大きい(暗い）レンスあるいは接写のときなど 
は、中央のスプリットイメ ージゃマイク□プリブムではカゲリ 
がをじて、ピントが合わせにくいことがあります。そのときは、 
周辺のアキユートマット面でピントさわせをしてください。 


が--! 

し.''… i ;' :, ；1滋处* 


，顏 JW 響な^ 


シャツターボタンにネ旨を斌れます。 


•シャ ッタ—ボタンに指が触れると測光回路が働き、15秒 
間は測光が態が継続されます。このとき、シャッターボタ 
ンから指を離しても、シャッターボタンに指を触れてから 
1已秒間は被写化の巧るさや、セットしたおり値に対する適 
正なシャッター速度が、ファインダー内じ LED () で表 
示されます。 


4 ファインダー(アイピース）をのデいたまま距離リ 
ングを回してピントを含わせます。 


レンズの距離リングを回して、スプリットイメージの上 
下の像のズレがなくなるようじします。 

•本機に使われているフォーカシングスクリーンのマット面 
は、従ホのフォーカシングスクリーンのマット面に比べて 
最高約50%も日月るくなっています。さらじ、コントラストや 
透明度も高く、すばやく正おなピントさわせができます。 


写真ち . ピントが合ってし、ない場合 

写真を . ピントが合っている場合 


スプリットイメージを使用する巧合 
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> ▲の L E D が点ミ威したときは、高速度連動かを示していま 
す。 ND 刀ルターなどで光量を調節しなければ、適正な 
写真が写せません。 

»▼の L E D が点滅したときは、シャッター速度が1砂' を超 
えた長秒時となることを示しています。 

»本機の自動露化連動シャッター速度は、フイルムの感度 
によって異なります。（日1ぺージ参照） 

» メインスイッチが励通のとき、電子アラームの音がすれ 
ば'カメラぶれが超こりやすし、ので、フラッシュ撮影 （26 ぺ 
-ジ参照)するか、 H 脚などでカメラを固定して、カメラ 
ぶれに-ま意して撮影してください。 


f シャツターボタンを巧して撮影します。 

• X -700のファインダーネ見野率は、実際じ撮影される画面 
の約95免です。撮影時にファインダーをのぞいて見た視 
野よりも、実際の撮影画面はやや広く撮影されます。 

★撮影されたプリント用フイル厶からサービスサイズに 
プリントしたり、スライド用のフイルムをマウントする 
と、実際に撮影した画面よりやや狭< なります。湿お 
の際に画面の固辺部に少しを格をとることをおすす 
めします。’ 




















メインスイッチの切り方 



フイルムの巻戻し方 



撮影の終ったフィル厶は、巧の要領で巻戻して、直射 
日光を邸ナて取り化してください。 


カメラを使わないときは、不用意なシャツターレリーズ 1 巻戻しボタンを巧し込みます。 

やボタン半巧しじよる電池の消耗を防ぐために、メイ i 

ンスイッチを OFF じします。 



2 巻戾しクランクを起こし、フイルムシグナルが見え q 裏ぶたを開けてパト□-ネを取り化します。 

な〈なるまで回します。^ 
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セルフタイマー撮影 


3 セルフタイマーレバーを上に引き上げてセットしま 
す。 


シャッタ_ボタンをキ甲します。 

• メインスイッチが度 H のときは電すブザ—音とセルフ作 
動ま示ランプが作動をま示しの秒をじシャッタ—力《切れます。 

• メインスイッチが \ M のときはセルフ作動表示ランプが作 
動を表示し1日秒泌こシャッタ—が切れます。 

• フラッシュ撮影時にもセルフタイマ—撮影できます。 
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〈ブザー音〉ピ ー 、ピー、ピー . じじピピ、ピ' 

•*Hz :1け田の点な回巧 


I メインスイッチが两 a の場合は電子ブザーの断続音とセ 
ルフ作動表示ランプの点滅で知らせます。また、メインスイッチ 
が圃の場合はセルフ作動表示ランプの点滅でならせます。 



セルフタイマー撮影が終われば、セルフタイマー 
い'^'一を 元に戻します。 
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■セルフタイマーレバーをセットした ままですと、;欠の撮影 
もセルフタイマー 撮影となります。 

•セルフタイマーの作動を途中でお除するときは、セルフ 
タイマーレバーを元に戾すか、メインスイッチを I ,觸に 
しまも 

•セルフタイマーを用いて AE 撮影するときは、アイピース 
からのを入光を防止するため、アイピースキャップをして 
ください。 

★セルフタイマーは、 シャツ ターダイヤルが B (バルブ） 
のか置では作動しません。 
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フラッシュ撮影(パート 1) 


才-にレクトロフラッシュ 280 PX . SGOPX ' P モ-ドの場合 


(写真は『才ートエレクト□フラッシュ 280 PX 』 で説明しています。） 

本機と才ートエレクト□フラッシュ280 PX または 360 PX を組み含わせると、 P モードにセットするだけでシヤッタ 
-ボタンを巧せば、撮影に適した緻パ直が自動的に設定され、ダイレクト測光によるプ□グラ厶才ートフラッシ 
ュ 撮影ができます。 （詳しくは、フラッシュの使用説明書をご覧ください。なわ 、 3 60 PX はモ—ドセレクタ-を下下 L にセットしてがまい〈ださし、。） 





レンズの絞りを最ル絞り（綺色表示）じセットし、 
□ックします。 

フラッシュの電源スイッチを ON にします。 



•充電が完了すると' フラッシュのモニターランプが点灯 • ファインダー巧60の横の LED が点;威してしぶ伏態でシャッタ- 

し、シャッターボタンに指を巧虫れると' ファインダー内奶 ボタンを巧す t 同調ま度でシャッターが切れ'ダイレクト測光 

のおの LED (*>) が点;威します。 じよるプ□グラムオ-トフラッシュ撮影となり、ファインダ-巧甜 

• メインスィッチが踊曲でぶ0巧が下のシャッター连度を の横の LED の点滅が速くをって適正露出 OK を；日らせます。 

表示してしぶときは、充電が完了すると、シャッター速度が％0 
秒に切り換わるとともに、電子アラームが鳴りやみます。 
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4 シャッターボタンに指を巧もれて、 
ファインダー巧の表示を見ます。 



• A モードを示す A (ホ色)とシャッター速度を不す LED 陆を)が点灯します。 
•シャッター速度を示す LED が同時(こ2個点灯したときは、中間のシヤツタ_ 
速度を示しています。 



• ▲のし E D が点-威したときは、高速度連動外を示にいま 
す。 


■ ▼の LED が点滅したときは、シャツター速度が1私'を超 
える長巧時となることを示しています。 

それぞれ、おりリングを回して、連動範囲巧のシャツター 
速度巧1ぺージ参照）となるようにセットし直してくださし、。 



P シャッターボタンを巧して撮影します。 

• メインスイッチが lONOti のとき、電子アラー厶の音がすれ 
ばカメラぶれが起こりやすし、ので、音がしなくなるまで东交 
りを開ける方向 （ F 1.4 の方向）に回すか、フラッシュ撮影 
(38 ぺージまたは42ぺージ参照）するか、云脚などでカメ 
ラを固定に、カメラぶれにま意に撮影にください。 
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露出の補正 (AE ロック•露出補正機構) 


AE 撮影 ( P モードまたは A モード）の場合、を要被写体巧正しない場合 


とまわりの被写化に極端な日月暗差があると、まわりの 
被写体の影醬を受けてを要被写化が適正露出になり 
に< くなります。たとえば、人物の背景が極端に明るい場 
さ I こそのまま AE 撮影をすると、人物が暗く写ってしまい 
ます。このような場含は、カメラの AE □ ック、または藍化 
補正機構を使って露出の補正をします。 



補正した場合 



32 AE ロック使用または （+) 側へ霜出お正 


A 巨□ック 


AE □ックは、 P モードまたは A モード 
で撮影する場合、撮影前に露化値 
をカメラに記憶させるための機構で 
す。主要被写イ本とまわりの被写体に 
極端な日月暗差があるときなど 、 AE □ 
ックじよってま要被写化の露出値 
を記憶させて撮影すれば、ま要被 
写イ本は適正露化になります。 


1適正露化(こしたい被写化を、フ 
丄ァインダー内一杯におさめます。 
•か要に応じて、被写体に近づいたり、 
カメラの向きをかえたり、ズームレン 
ズの場合は望遠側にセツトするなど 
しまも 



2 シャッターボタンに指を被れ、 
ファインダー巧の LED () が点 
灯した状態で、 AE □ックいく一 
を一 讯こネ甲し下けます。 

• AE □ックレバーをホ甲し下け'ている間 
だけ、 レバー を巧し下げたときの巧化 
値が記憶されます。レく一から指を離 
すと、レバーは自動的に无の化置に 
戻り、露お値の記憶は解除されます。 
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3 AE □ックレバーを押し下げたま 
ま、希望する構図に房してシャ 
ッターを切!ります D 

•アイピースから眼を離して撮影する 
ときは、アイピースキヤップをするなど 
してアイピースからのを入光を防い 
でくださし、。 


• AE □ックをしてから、撮影モード•本交 
り値•盛化補正機構 • フイルム感度な 
どの設定をかえると、ファインダー巧 
じま示されたシャッター速度と実際 
のシャッター速度が異なったり 、 AE 
□ックが解除されたりします。 

■ AE ロックをするときの連動範囲じつ 
し、ては、51ぺージをお読みください。 


•モータードライブ1または才ートワイン 
ダ ー G を併用して連続撮影する場合、 
AE □ックは連続撮影をする前に行な 

って〈ださい。 

• 焦点距離こよりおり値の変化するズ 
—ムレンブを使巧する場さ 、 AEn 
ック後、焦点距離を変えると露出誤 
差ををじます。この場合、あらかじ 
め露出巧正機構で誤差巧正してわい 
てから 、 A E □ックして〈ださし、。 
賴差補正量はレンズのイ吏用説明書 
参賊。 

• 才ートエレクト□フラッシュを使ったフ 
ラッシュ撮影では 、 AE □ックは働き 
ません。 


露出補正機巧 


露出補正機構は、 P モードまたは A 
モードで撮影する場合、標準露出 
値じがして意図的に露出過度また 
は露出不足の写真を写したいとき 
に使用します。露化過度にしたいと 
きは、露出補正ダイヤルを （+) 側へ、 
露出不足にしたいときは(一)側へ 
合わせ、いずれも2段まで補正でき 
ます。 

•露化桶正目盛の％段ごとに□ツクが 
あります。 

■露出補正機構による露化桶正を行な 
うと、 P モードのときはシャツターま度 
と絞りの両方で捕正され、 A モード 
のときはシャツター速度でネ甫正され 
ます。 



1 露止!補正□ックボタンを押したまま、露化補正ダイ 
丄ヤルを回して、希望する補正値にセットします。 
•露出補正を、シャッターボタンに指を触れると、ファインダ 
—内を习横の LED が点がします。 


を出補正の例 

被写体 ] 露出桶正量 

〇逆光の人物 
〇空のた < さん入った 
風景 

〇雪上の人物 
〇空をバックじ入れた 
人物 

〇バックが暗いとき 
〇スポットライトを;谷び 一 1〜 一 2 
た人物 — _ _ 

2 露化の補正をして撮影したあとは、'必ず元のよう 
じ露化補正目盛を0にします。 

•補正したままにしておくと、続けて露出補正した写真じな 
ります。 

•補正量を;夫めじ〈いときは、前徽こ乂段階< らし、ずつ桶 
正値を変えて、2〜4ホ女くらし、撮影にみてくださし、。 

★ R 60 フィルターを取りつけて撮影する場さ、露出ネ甫正 

目盛を+1じセットしてくださし、。 35 


+ 1 〜+ 2 


f 画面の中の雪が 
空の部分が少な 
い場合、補正は 
し不要です。 j 














マニュアル撮影 ( M モード) 


3シャッターボタンを巧して撮影 
ごします。 

> メインスイッチが巧 S ® の場合、％0 
巧に i 下になるとブザーが鳴って、力 
メラぶれ警告をします。電子アラーム 
が,必要でないときは、メインスイ'ソチ 
を度掛にします。 


I I 

睡 ...養 違懼 ■ 

I I 

•マニュアル モードを示す M (ホを） と シャッ ター速度を示す LED が点灯します。 

• シャッター速度を示す LED は、設定絞りイ直(こが応するシャッター速度を示し、 

設定シャッター速度と関係ありません。2個点灯しているときは、中間のシャツ 37 
ター速度を示します。 


シャツ タ_速度を先に';夫めて撮青^ 
したいとき(こマニユ乃レ撮影します。 
また、入身寸光ホなどの単独露化計 
の露化ホ定に基づいて、シャツタ 
—速度と級パ直の両方を自みで選 
おして撮影するときや、大型スト □ 
ボや M 級 、 M F 級 、 F P 級などのフラ 
'ソシュバルブを用いて撮影すると 
きじもマニュアル撮影します。 


1シャッター ダイヤルを希望の 
1 速度にセットします。 

• シャッターダイヤルが [ B または 
A のときは、□ックがかかつていま 
すからオートロックボタンを押した 
ままダイヤルを回してくださし、。 



2 シャツターボタンに指を角虫れ 
たままファインダーをのぞいて、 
セットしたシャッター速度の横 
(こ LED が点灯するように絞りリ 
ングを回します。 

•このとき、ファイソダー巧の表示は 
37ぺージのようじなります。 










フラッシュ撮影(パート 2) 


才—にレクトロフラッシュ 280 PX .360 PX 、 A モ—ドの場合 


(写真は『才 ート エレクトロフラッシュ 280 PX 』 で説巧してしせす。） 


本機と才_ トエレクトロフラッシュ 280PX または％ OPX を組み含わせると、 A モードにセットすればダイレクト測 
光によるを交り f 憂先才ー トフ ラッシュ撮影となん レ ンズ'の絞り値を開ち女から最小を交りまで自由(こ選ぶことがで 
きます。 （詳しくは、フラッシュの お 用説明書をご覧ください。なお、 3 抓 PX はモ-ドセレクタ-を下 TL に セットしてかまし、くださし、。） 



ホ'ソトシュ -( こフラッシュを取りっけます。 つフラッシュの光量切り換えっまみを Hi または Lo し 

一さわせます。 


2 


ンヤツ 


ターダイヤルを A (こ合わせます。 


•モ _夕—ドライブ1または才ートワインダ ー G を装着して 
連続発光(毎秒約2コマ）させるときは、 Lo に合わせます。 


38 



4 


絞りをセットし、ピントをさわせます。 


6 


-フラッシュのフイルム感度表示窓に使用フイル厶 
) の感度 ( ASA / に 0) をさわせ、セットした絞りで、撮 
影距離が調光距離範囲内にあるかを確かめます。 
調光距離範囲巧でなし A きは、絞り、または撮影距離を 
変えて〈ださし、。 

フラッシュの電源スイッチを ON にします。 
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充電が完了したことを確認します。 


被写イ本にピントを合わせ、シャツターボタンを押し 
て撮影します。 


充電が完了すると、フラッシユのモニターランプが点灯し 
ます。シャッターボタンに指を角虫れると、ファインダー巧 
洗の横の LED (» fe ) が点滅します。 

A モードを示す A 妹を)の LED は消えます。 

，メインスイッチが苗踊で、％。秒な下のシヤツター速度 


ファインダー内孤の横の LED が点;をしてし、る状態でシャ 
ッターボタンを巧すと、同調速度でシャッターが切れ、ダイ 
レクト測光によるあ交り便ま;才ートフラッシュ撮影となり、 
適正露出であれば、ファインダー内60の横の LED の点滅 
が速< なって撮影 OK を知らせます。 


を表示しているときは、充電が完了すると、シヤツタ-速 


度が％ 0 秒じ切り換わるととも ( こ電子アラームが鳴りやみ 
ます。 


長時間露出(バルフ)撮影 


を景ゃ天体写真などを写すときは、シャツターダイヤルを B (ノりレブ）（こセットして撮影してください。シヤツター 
ダイヤルを B にセットすれば、シャッターボタンを巧している間、シャツタ_ザ開いています。 



1シャツター ダイヤルを B にさわせます。 


2 シャッターボタンを押して撮影します。 

(写真はりモートコード巧巧） 

•新品のアルカリ’マンガン電池 （LR 44) または酸化重艮 
電池 ( SR 44) を使えば、常温では最長約3時間までの 
撮影ができます。また新品のリチウム電池に R -1/3 N ) を 


使えば、常温では最長約6時間までの撮影ができます。 
しかし、いずれも化温で使巧すると電池の性能があ下 
し、撮影時間が短くなります。 

■ X -700 は電磁レリーズを採巧していますので、リモ-トレ 
I ^_ズ ターミナルじ リモート コー ドをねじ込めば、遠隔操 
作のときに便利です。また、非潮こ長し、時間の撮試-は 
シャ ッ ターが 開し、たまま □ッ クできるのでケーブルレリー 
ズ I が尉 IJ です。 

★天体写寅をどの長時闊露出の途中で、カメラの頸油 
がな.くをるとシャッターが.閉じます。..:このようなこと 
. が予想されるときは、.あらかじめ新品電化に換えて. 
お使いくださし、。 _ 

脚お付けわじ巧の深さ巧. 6 mm ) より层い: H 脚ねじ. 
を使うと、カメラの巧部機構を破損するわそれがあり 
ますので、ごま患'くださし、。また、ねじ这みの際、.':力 
メラを回して必要ムソ上の力を化えないでください。 
★ B で シャッ ターを切る塌含、アイビ—スからのを入光 
を P ホ止す るため、化 、ずか厲のアイピースキャップを 
して下さし V 









ミノルタ X シリーズのフラッシュを使用する場合 


(才ートエレクト□フラッシュ 280 PX .36 日 PX は除< ) 

(写写は r 才—トエレクト□フラッシュ 320 X 』 で説日月にし、ます。) 



•詳しくは使用するフラッシュの使用説日月書をご覧〈ださし、。なお、ドモ_ドでは巧用しないで〈ださし、。 


1ホットシューにフラッシュを取りつけます。 

♦シャッタ— ダイヤルは A または1000〜1にセットします。 
〇フラッシュの露出計算盤に、使用するフイルムの 
L 感度を合わせます。 


つ パネル目盛の N をパネル指標に合わせます。 

4 A - M 切り換えスイッチを AUTO 炼色、ま色、緑 
色のいずれか）にさわせます。 
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フラッシュ撮影(ハート 4) 


ミノルタXシリーズなかのフラッシュを使用する場合 


フラッシュ同調表 













シャッターダイヤル 

使用するフラッシュ 

B 

1 

2 

4 

8 

巧 

30 

60 

125 

250 

500 

1000 

エレクト□フラッシュ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

X 

M F 級、 M 級 、 F P 級バルブ 

〇 

〇 

〇 

〇 

L _ 

し') 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

X 


〇:同調する X :同調しない 

「フラッシュ同調表」を参考じして、シャッターダイヤルをセットします。 
•-般じエレクト□フラッシュの場合は、シャッターダイヤルを60じセットします。 
•詳しくは、ご使用のフラッシュのイき用説明書をご覧ください。 


-7 充電が完了したことを確認します。 

し 充電が完了するとフラッシュのモニターランプが点む 
し、シャッターボタンにホ旨を描 I れると、ファインダー巧60 
の横の L E D () が点滅 します。 

• メインスイッチが圓留]で、％。秒 U 下のシャッター速度 
を表示しているときは、充電が完了すると、シャッターを 
度がん秋こ切り換わるとともに、電子アラーム測島りや 
44 みます。 


8 被写体にピントを合わせ、シャツターボタンを巧 
して撮影します。 

•ファインダー巧谢の横の L E D が点-;ぶしているが態でシ 
ャツタ_ボタンを巧すと、同調速度でシャツターが切れ 
ます。 

•シャツターダイヤルが B (バルブ)のときは'シヤツタ—ボ 
タンを押しているあいだシャツタ—が開いています。 













被写界深度しついて 


ある被写体 ( こピントをさわせたとき、ピン 
卜を合わせた被写イ本はもちろん、その前後 
にも鮮明に写る範囲があります。この範 
囲が被写巧深度で、軍ち囲が広いときに 
深度が深し、といい、範囲が狭いときに 
深度が浅いとしん、ます。絞りを開が付近 
にして、背景をボカしてま要被写体をミ孚 
き化させたり、最小紋り付近じして、奥 
行きのある被写イ本全がにピントを合わ: 
せるなど、被写巧深度を有効に巧えば、 
写真表現が豊富じなります。 




被写界深度には、ぶのような性質があります。 

① 絞りをおり込むほど被写巧深度は深くなり、鮮巧に 
写る範囲が広がります。 

② 焦点距離の短いレンズほど深くなります。 

③ ピントを合せた被写体の前方深度はまく、後方深 
度は深くなります。 


被写界深度を確詰する方まじは、巧の3通りがありま 
す。 

1絞りを絞り込んで確認する方ま （ プレビユーボタン） 
2レンズ錯响の深度目盛から読みとる方法 
3をレンズの被写界深度表から読みとる方法（レン 
ズご購入時に同おされてし、る被写巧深度表参照） 




プレビューボタンはおり支力果の確認のときのみ巧い 


ます。 

才ートプリセットのレンズ ( MD レンズ、 MC レン义才 
-卜□ッコール レンズ)は、 シャッターが 切れるときむ 
外、ファインダーを日月るくするためじ、絞りは常に開放 
になっています。したがって、撮影状態の絞りでピン 
卜の合う範囲(被写界深度）を確かめたいとき口よ、プ 
レビューボタンを巧して、セットした絞り値まで絞り込 


むと、ファインダー内でおおよその状；兄を確認できま 
す。被写界深度を確認したあと、プレビューボタンか 
ら指を離せば J 交りは自動的に開放の状態に房りま 
す。 


★ P モ—ドのときは最小絞りまで絞り込まれます。 

撮影絞りを知りたいときは、改ぺージのプ□グラム線図 
から読みとることができます。 
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被写巧深度はるレンズの深度目盛でもわかります。 
たとえば 50 nim 標準レンブの場さ、撮影距離が 5 m であ 
りを F 別こさわせて撮影する<!；、 I マークの両側にある、 
8の範囲巧胸3 . 5〜1 Om ) のものは、だいたし、鮮邸こ 
写ることがわかります。深度目盛は目測でピントを含 
わせてスナップ撮影するときや、る交りさ力果を意図して 
48 撮影するときに利用すると便利です。 


赤外線写真撮影 


ホ外線フイルムと R 60フィルターを用し、て赤外線写真 
撮影を行なうときは、一般撮影のときとピントのさう 
位置が異なりますので、ピントの補正が必、要です。そ 
のため、ほとんどのミノルタレンズには、深度目盛の 
ところに R マークやホ点およびホ指標などで、ホ外線 
用ピント補正の位置(ホ外線樹票)を示にあります。 
ホ外線写真撮影をするときは、一度フィルターなしで 
ピントを合•わせたあと、フィルターを取りつけてから距 
離目盛の数値をホ外線指標までブラして撮影します。 



■ホ外線指標は、ホ外液長 768 nm を基準じしています。ホか 
スト□ボを用いてホ外線写真撮影を巧なう場合、ストロ 
ボ光のぶ長によっては、ピントが合わないこともありま 
すので、あらかじめテスト撮影して、ご確認〈ださい。 
■撮影するときは、ホ外線フイルムのせ用説明書に従って、 
露化を:,夫めてから マニュ乃レ撮影して〈ださし、。 
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連動範囲について 

1. P モードの場を 


右図に 50 mm F し4レンズ使用時のプ□グラム線図を 
示します。 

連動範囲は F 1.4 レンズで、 ASA / に0100のとき 、 E V 
1( F 1.4 けが〜 18( F 16 Xo 。 。秒)です。 ASA / に02己 
のときは EV -1 〜16、 ASA / ISO 400のときは EV 3 〜18と 
なります。 

連動する最大 E V 値は、巧用するレンズの最小絞りに 
よって異なり、 F 16 のときは EV 18、 F 22 のときは EV 19、 
F 32 のときは EV 20 となります。 


如 mmFI . 4標準レンズ使用時 ( ASA / に0100) 



シャツターま度(け) 


50 



2. P モードおよび A モードの場合 


P モードおよび A モードの場合の連動シャツター速度 
は、フイル厶感度によって異なります。(下表参照） 
それぞれ連動範囲のシャッター速度で撮影してくだ 
さし、。 


(日 OmmF し4レンズ ■(ま用睛 


フイルム 感度 （ ASA / ISO ) 

自動霞ホま動 シサ ソター速度 

25 

斗秒'〜乂 000 秒※ 

50 

2 巧一； <000 巧※ 

100 

1 秒〜乂。。〇秒 

200 

乂巧〜乂〇。〇'巧 

400 

乂巧 ~XoDD 巧 

800 

秒〜乂〇。。秒 


※ファインダー内表示では、シャッター速度ほ速度表 
示 L E D が,卓、滅します。 


AE ロックをするときの連動範囲 I 

P モードまたは A モードでの AE 撮影で 、 AE □ックをす 
るとき 、 AE □ックする画面および実際じ撮影する画面 
の日月るさは、両方とも左表の連動範囲内になるようじ 
に< ださし、。連動範囲外の場さは意図した露化とな 
らないことがあります。 
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交換レンズについて 
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本機は集点距離7 . 加ののき、眼レンズから1600 mm の超望遠レンズまでのミノルタマウント交換レンズが使えま 


す。 _ 

| l . MD レンズ I 

MD レンズは、 P モード、 A モード、 
Mi —ドに巧応できる機能を備え 
ています。 X -700 に装着すると、 
X - 700の持ってし、る機能をフルに 
発揮させることができます。 

li 2. MC レンズ 」 

MC レンズは、 A モードと M モード 
でお使い〈ださし、。 P モードに対応 
できる寺幾能(こついては配慮されて 
し、ませんので、 P モードでは巧えませ 


I 3.才ートプリセットレンズ I 

才ートプリセットレンズ群も A モ 
—ドと M モードでお使し、くださし、。 
A モードの場さでも、絞り込みの 
必要はありません。「適正シャッ 
ター速度」の表示を見たいときの 
み、プレビューボタンを押し込んで 
確認してください。 P モードじか応 
できる機能につしては配慮されて 
し、ませんので、 P モードでは使えませ 
人/。 

★旧才ートプリセットレンブの内、 
一部使巧できないものがありま 
す。詳しくは S を地サービス•ステ 
■-シヨンにご相談ください。 


4. RF レンズおよびハンド j 

プリセットレンズ I 

R F レンズ群は、 A モードと M モー 
ドでお使いくださし 、。 R F レンズに 
は絞り機構がありませんので 、 P 
モード(こセットしても、結果的には 
A モードと同じじなります。 

ハンドプリセットのレンズも、 RF 
レン ブと同じように、 A モー ドと M 
モードでお■(まいください。 

5. MD/MC レンズと付属品を 
使用のとき 

カメラボディとレンズの中間(こか 
属品(才ートべ□-ズや MC オー 
卜中間リングなど）を使うときは、 
A モードと M モードでお使いくだ 
さい。 



各巧影モードで使用できる交換レンズ•付属品の一篇表 

I 6 .シフトレンズ J 

シフトレンブをシフトして佳う場 
合、画面中央部の測光範囲はイメ 
-ジ.サークルの中もから外れ、シ 
フト量に応じて測光誤差が生じま 
すので、 Mi — ドで撮影してくださ 

い。 

参考 

X -700 で露出をみめる場合、シフ 
卜しないが態でプレビューボタン 
を巧し込んで、露化をまめてから、 

マニっアル撮影してくださし、。 XI .露出表示を確認するときのみ' プレビューボタンを押し込んで〈ださし、。 

X 2 . M D / M C レンズ+才ートベローブ I のとき、露出表示の確認はプレビュー 
ボタンを押し込んでください。 

M D / M C レンズ+才ートベ□-ブ I のとき、露出表示の確認はペロー ス'本 
体のプレビューボタンを押し込んでくださし、。 


溃おモード 

使巧レソズ ーー〜'^ 〜■ 

M D レンズ 

P モード 

〇 

A モード 

〇 

M モード 

〇 

MD レンズ +MD2X テレコンバーター 

〇 

〇 

〇 

MC レンズ 

- 

〇 

〇 

才ートプリセットレンズ 

- 

0X1 

〇 

いンドプリセットレンズ （RF をまむ） 

- 

〇 

〇 

MD/MC レンズと付属品を使巧のとき 
才…卜べ□—ズ I 
才ートべ□-ブ曲 
ベ□-ズ H 
ベ□-ズ 

コソパクトベ□-ズ 

MC オート中間リング 
中間リング I 

U ハ"ースリング立 

MC2X テレコソバーター 

— 

0X2 

_1 

〇 
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ケース(別売)の着脱 


1. ケースの取りつけ ■ 2.前カバーの取りつけ ■ 3.前カバーの取りはずし 



カメラをケースに入れ、ケースのケース連結金具の突起をケ-スの 前カバーを上方にスライドさせて 

フック（ち右両側）を兰ち獄こ引っ舟こ差&んでから、下ホ(こスライ から、手前に引し、てはずします。 

掛けて、スナップを止めます。 ドさせます。 


専用アクセサリー 


1.モータードライブ1 


X- 700用の自動巻上げ装置で、 3.5 コマ/秒 （ Hi ) および 
2コマ/秒 to) の連続撮影、ならび(こ1コマに）撮影が 
できます。 

本機のイま用により、撮影中はファインダーから目を離 
さずに、被写化に集中できます。また、動きのある被写 
イ本の連続撮影はもとより、シャッターチャンスに備え 
ることができる利点もあります。 

カメラおよび本機のセンサースイッチせきシャッターボ 
タン（モータードライブじは縦‘横位置巧の2個所じあ 
るため、構え方じよって選べます）を}札て撮影します。 
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2 .才ートワインダー G 


X- 700巧の自動巻上げ装置です。 X- 700じ取りつけて 
使用すれば、常にフイル厶が巻上げ完了状態になって 
おり、シャッターボタンを巧すと、2コマ/秒の連続 
撮影や1コマ撮影ができます。卷上げの煩わしさから 
解巧され、作画に集中できるばかりでなく、常に卷上 
( ず’状態にあるため、撮影のチャンスを逃がしません。 
電源じは、単3形電池(マンガン乾電池、アルカリ乾電 
池、ニッケル.カドミウム蓄電池のし、ずれか）4本を使 
います。 


.す"读か雜を《《巧え^をみ"を琴讓！公嘴‘夕 
.'宇咬歡餐蟲蹲泌‘墙濟 'も歲和增: 
こみぶ か J 濟 



離、み 聲藏 W 瓣 壑. 

拍を邊を'::''な^^':'■■ぶも.,',:.;:'逾 ■'.-:' i^^.':-!i®'':-'.»^^.;'’’ 

幽^!^^^^^^^^^^響が蜘垂; 

霉 瞧養^ 麵 

謂^^^^^^^^ 


3. マルチファンク シヨ ンバック 


X- 700用の ノンコードま 多機能データノ 勺つで：,%の 
'ような特長を備えています。 

( 11時計としての機能を備えています。 

②カレンターとしての機能を備えています。 

1901〜2099ホの大ル月•うるう年を自動判別。 

なに欠の巧をの数値を画面ち下に写し込むことができます。 
•時.み.ホ少 
♦年.ち .a 
•月•曰•年 
•日.月.年 

• 6 ケタ固定数値 

• 6ケタカウソト数値（撮影ごとに1ずつ加算されます。） 

‘4;じ欠の巧をでカメラの作動を自動制御することができます。(モ 
-夕ードライブ1または才ートワインダ ー G 併用） 

• 長時間詔光 

• インターバル撮影(撮影から巧の撮影までの時間を制御し 
ます。） 

• 撮影コマ数指を(指をしたコマ数だけ撮影すると自動的(こ 
カメラの作動が停止します。） 

•才ートエレクト□フラッシュ 280 PX •320 X (ハ°ワーグリ 
'ソプ2との併用じよる）、 360 PX の電源をインターバル 
揭影1み前に自動的に ON し、撮影を OFF します。 



苗を時0分0秒および写し込み終了を、自動的に電池電圧をチ 
エ ツクします0 

電圧が低下してくる t ミ夜晶表示 （ LCD ) が点滅して警告します。 リ 














.血^^^^^^^ 


X-700 じ装着してな用すると、面倒な絞り値の設定が 
不要なプ□グラムオートフラッシュ撮影や、自由に設 
定絞り値が選ができるダイレクト測光による絞り優先 I 
オートフラッシュ撮影、さらに露化条件を自由に設を 
できるマニュァノレフラッシュ撮影ができます。そのほか、 
フラッシュ発光後、適正露出の確認ができる FDC 機能 ； 
やシンク ロオートコント □ -J レ 機能、そして2 コマ /秒ので 
連続フラッシュ撮影が可能な発光性能を備えていま t 
す。さらに、360 PX では光量を9段階に切り換えられる 
ほか、外部測光才ートフラ'ソシュ機能、バウンスフラッ 
シュ機能、目動充電停止機能などを備えてし、ます。 



















7. パワーグリップ 2 セット 


パワーグリップ2セットは、才ートエレクト□フラッシュ. 
280 PX -360 PX の機能•性能を高めるとともに、モー 
夕ードライブ1やマルチファンクションバックなどの 
アクセサリーと有機的に結合することにより、 X -700 
のフラッシュ撮影領域をさらじ化大します。モーター 
ドライブ1との併用で3 . 5コマ/秒の連続フラッシュ撮 
影、マルチファンクション/'^ソクとの併用で撮影の間隔 
が長時間のインターバルフラッシュ撮影が可能です。 
そのほか、バウソス機能、グリップを握ったままでレリ 
-ズできるシャッターボタン、自動充電停止機能など 
を備えています。 

トワ-グリップ2用7ク七サト] 

ハ•ワーグリップ2用アクセサリー(モータードライブケーブル、ワインダーケーブ 
ル、マルチファンクションバックケーカレ）は、バワーグリ 'ソプ2を使用してのフラ 
ッシュおおじ威力を発揮するち用アクセサリーです。モータードライブケーブル、 
ワインダーケーカレのを用じより、/ •ワーヴリップ2のシャッターボタンでレリー 
ズすることができ、 ♦幾 王か性が向上します。 また、マルチファンクションバックケー 
カレの巧用により、フラッシュ语おの ON-OFF が自お的に制御でき、巧率の 
をいインター/。レフラッシュ银おを 行な えます。 








ダイレクト測光による自動調光ホまと、画期的な4 
灯選が発光方まを採用した近接撮影専用オートエレ 
クト□フラッシュ。 X-700 に装着時は、ダイレクト測 
光じよる絞り優先才ートフラッシュ撮影が可能となり、 
わずらわしい露化計算はいっさい不要。レンズの絞 
り値を自由に選べますので、絞り支力まが重視される 
お接撮影に最適です。ライティングユニットは回転自 
在で、上下左右に設けた4つの発光部を選択して自 
由に組み合わせることができますので、影をおさえ 
た巧一な照明から、影を活かして立体感を強調する 
照明まで、撮影意固に応じた効果的なライティング 
が巧能です。また、発光窓にはフォーカシング用照 
日月ランプを巧蔵。暗いが況でも正確なピント含わせ 
ができます。 


62 



— — - - - 


X -700 は電磁レリーズを採用していますので、リモー遠視、近視のかたの視度調整用アタッチメントです。フ 
トレリーズターミナルにリモートコードを取りつける ァインダー接眼部に取り付ければ’、メガネをかけずに 
だけで、遠隔操作ができます。コードの長さは S が 50cm、 正確なピント合わせができます。違ネ見用としてN0 . 1〜 
L が 5m です。リモートコード S は、云脚などを用いて N0 . 5の己種類、近視用としてN0 . 6〜N0 . 9の4種類が 
シャッターを切るときにお使いくださし、。カメラぶれ用意されています。 

を防止したいときじ有支力です。 

リモートコード L は、野外の観察記録(野鳥、動物な 
ど）撮影で、被写かじ近づけないときじ最適です。 


ill 

.髓 

. 吟 

:み 


覇 

響§1 
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11. ケース / ホールディングストラップ 


カメ フつ ■ース 


CH -3. 標準レンブ用 

CH -31. 標準ブームレンズ用 

CH -32 . ワインダー装着用 

CH -33. ワインダー•マルチフアンクシ 

ョンバック装着用 

CH -%. モータードライブ装着巧 

CH -35. 標準ズー厶レンズ用 

CF -31. フ□ントケース （前ぶ たのみ) 

CF -35. フ□ントケース（前ぶたのみ) 

CF -%. フ□ントケース （前ぶ たのみ) 



ホールディングストラップ S H - 1 

このストラップは、 X - 700にモータードライブ1を装 
着して撮影するときに使巧すると、カメラのホールデ 
ィングをより S 窜かなものにすることができます。 



12.フォーカシングスクリ—ン 


ごを望に応じて X -700 のフォーカシングスクリーン 
を交換することができます。標準装備されてし、るスプリ 
'ソトマイク□ま （ PM 型）じ}契えて、マイク□プリズ厶ま 
( M 型)、斜めスプリットま ( Pd 型)、を面マットま ( G 型） 
など、8種類が用意されています。いずれもマット面は 
明るくピントのさわせやすし、〈アキュートマット〉【こな 
つています。フォーカシングスクリーンの交樹こは精密 
調整が必要ですから、ミノルタのを地サービス.ステ 
—シヨンにカメラをおす寺ちくださし、。 

〇スプリットま ( Pi 型）一般撮影用 
© スブ J ットま化型）一般撮影 . F 2. 8む上の大□径 
レンズ用 

包おめスプリットま ( Pd 郵一般撮影巧 
0 マイク□プリズ厶ま ( M 型）一般撮影用 
©全面マットまに型）一般撮影•接写•望遠撮影用 
0方眼マットま ( L 型）一般撮影用 
©目盛線ま ( S 型）顕微鏡•接写 • 天化写真撮影用 
©十字線ま ( H 型）顕微鏡•接写•天体写真撮影用 


-- 

〇 

包 

0 

〇 

© 

0 

© 
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◎ 



〇 
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手入れの仕方 


細に関するま意 


① 電池を入れるとき、電池の表面に汗やアブラをつけ 
ないようじしてくださし、。巧れたまま使用すると、接 
無不をの原因になりますので、巧れがあるときは、 
乾し 、た 布などできれし 、に ふきとってくださし、。 

② 電池は分解したり、义の中へ投入したりし なし、 でく 

ださし、。 

③ 酸化銀電池とアルカリ•マンガン電池を混ぜてイまっ 
たり、新しい電池と古し、電池を-;昆ぜて使うと、電池 
の液もれや破裂の原因になりますので避けてくださ 

い。 

④ 温度の1をし、ところで使うと、常温りび C 前後)のとこ 
ろで使うよりも電池 7) 性能が低下し、電池寿命が短 
くなります。低温のところでは新品の酸化銀電池を 
使って、カメラをな温しながら撮影してくださし、。 
また、予備の酸イヒ銀電池らご用意くださし、。 

⑤ 電池は幼児の手の届かなし、所に置いて〈ださい。で 
一、 のみ込んだ場合には直ちに医師にご相談くださし、 

⑥ 使用)'き電池は、カメラ店等に設置された"ボタン電あ 
回収箱‘‘へ巧実して頂きますようわ願いします。 


① カメラの清掃は、からぶきで 

カメラは、ホコリをきらいますので、ときどき柔らかし、清潔 
な布で転くふきとってください。カメラボディにシンナ ー 、 
ベンジンなどの有機落剤はを色がに使わなし、でくださし、。 

② レンズの清掃は、レンズクリーナーで一 

レンズを巧さか、ようにごを意 < ださし、。もし巧れた場含' 
ブ□ァーでホコリを除き、柔らかし、清潔な巧で軽くふきとっ 
てくださし、。それでもとれなし、ときじは、レンス''クリーニソグ 
ぺーパーじホ販の液体クリ-ナ ー（ コタソク製、富±フイ 
ルム製など）をごく少量つけて軽<ふし、てください。 

液体クリ_ナー外は、絶対に使わなし、で < ださし、。 

③ ミラーには、手を独れなし、でください ， 

ルさなコ'ミや巧れがあっても、ミラーの t 幾能にはほとんど 
影響ありません。 

W ミを岸で撮影したあとは 

カメラの表面を柔らかい布でよくふき、塩みなどをふき 
とってください。 

⑤ボディのノ くヨネット座板面を清掃するときは 

清潔な布で軽くふきとるだけにしてくださし、。シンナー、 
ベンジンなどのを機落剤は巧わないでくださし、。 


保管の仕方 I 取扱い上のま意 


① 2週間け止使わなし、ときは…—— 

できるだけ電池を取り化しておし、て〈ださし、。電池 
の-泡もれでカメラを害することがあります。 

② カメラのイ呆管場抓よ 

高温•を湿のところやホコリっぽいところは獨寸て、 
風通しのよいところにイ呆营してください泡燥剤(シ 
リカゲルなど）といっしょにな管すれば、よりを全で 
す。 

(るカメラを4寺ち運びするときは- 

自動車のリアウインドやトランクの中などに放置す 
ると、真夏の炎天下では極度の高温になり、カメラ 
を故障させることがありますので、このような場所 
(こは、カメラをが置しないでください。 


① カメラは精を機がですから、落したり、大きな衝撃 
を与えないでくださし、。また、カメラを水中に落した 
り、カメラ内部に水滴が入ったりすると、内部の手 
の届かないところまで水みが回ってしまい、部品が 
サビついてしまうことがあります。こうなると修理 
不能か、修理ができても修理費巧が高くなりますの 
で、水辺で使用するときは、十みごま意ください。 

② 極めて低温のところで f 吏用するときは、正規の作 
動をしないことがありますので、カメラをイ呆温しな 
がらお使いください。特に急激な温度の変化は、力 
メラ内部に水滴を生じるを険‘性がありますので、 
絶対に避けてください。 

アフターサービスについて 

① 本製品の補修用性能部品は10年間を目安にイ呆 
有しております。 

② ァ フターサー ビスに関しては 『ア フターサー 
ビスのご案内』 に詳しく記載しておりますの 
で、ご賓ください。 
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主な性能 


カメラタイプ! 

巧影方ま 

標单レンブ 

フォ-カシングスクり-ン 

ファインダー倍率 

ファインダー巧ま示 

測光方ホ 

受光 棄子 

自動巧 出 まお巧 囲 

A E □ック 

シャッター 

シャッター速巧 

シャッターダイヤル 

シャッターレリーズ 


電子制御式35麵フォーカルプレーンシャッターが一眼レフ AE カメラ 
プログラ厶 AE 撮影、紋り巧先 AE 撮累ミ、マニュアル撮影 ' 

MD 50 mmF 1.2、 MD 己 0 mmFL 4、 MD 50[ nmF 1.7 

中央部……スプリットマイク□プリズ厶 
周辺部……アキュートマット 


レンズ マ ウン 


「画面サイズ I 24麵 X 36 關 
hi ミノルタマウント 


[使用フイルム1ノ、•卜 □— ネ乂り 35 mm フイルム（135郵 


ファインダ-?見お率 I 95免（標準画面24醒 X %画に巧して） 


0.9 倍巧〇刪標準レンズ W のとき） [ファインダー 視巧]—1 diopt . 

撮おモード表示 LED 、 シャツターを度数値、シャッター速度表示用 LED 、 シャッター速度 If 告 LED 、 經出補正表示、 
巧化補正表示用 LED 、 設五校り値、フラッシュ充電完了シグナル、 FDC 表示、 P モード語設定表示 

TTL 中央重点的平均測光傳用フラッシュ使用時はダイレクト測光） 

シリコンフォトセル 

EV 1 〜 18( ASA / ISO 100. F 1.4 レンス’'のとき） [フイルム感巧目お] ASA / に0 25 -1600( 乂段ごとにロック付） 


AE □ックレバーの巧し下げにより巧お r 巧 出補正機 得 I 標準値より ±2EV の脚狂で捕正可能化段ごとに□ックせ） 
電子制御まフォーカルプレーンシャッター(横走り） 

才ート （ P モード、 A モード）4秒~ん〇〇秒(無段階） 

マー ユアル 1、/^、 乂、乂6、乂〇、乂。、乂25、/^50、％00、乂000が'、 B (バルブ、カメ フの電 地寿をしより制限される） 
クリックストップ•エンドレスまダイヤル （ P 、 Af なち □ックせ） 

巧猫レリーズ、リモーロード取け■け可能、ワイヤレスコント □— ラー IR -1 n セット取付け可能、酉池電圧巧;下時シャッ 
夕ーレリース''□ック、シャッターボタンはセンサースイッチ付(センサースイッチに推れてから15秒間は測光および表 
示を継続します）、メインスイッチげ [ M ] のとき、ファインダー巧のシャッター速度表示が％。秒1；0^こなると、電 
子アラームの断続音でカメラぶれ If 告 



セルフタイマー 

i フラッシュシンク □ 

ホットンュー 

シンク□ターミナル 

フイルム巻上げ 

フイルムカウンター 

フイルムを戻し 

5 ラ - 

裏 ぶ た 

巧用電池 

メインスイッチ 

測光スイッチ 
(バッテリーチェック） 

その他 

大きさ 

重量(ボテ V のみ） 


谭子セルフタイマー、シャッターボタソこよるスタート、作動時間10狄セルフ作助表示ランプの点滅と巧子ブザーの 
断続音(メインスイッチが巧两 [] のとき）でか動表示、シャッター作動前予告せ、途中巧除可能 

X 巧点、ミノルタ X シリーズフラッシュ巧用時は充電完了後自動的に同調速度（ン60秋で切れる 
ダイレクト接点(感霉防止装 S 付)、シンクロオートコント□—ル接点、ダイレクトオーロントロール接点 
JIS B 型ソケット 

—作動いく一巻上げま、を上け'ち130:予備ち30:モータードライブはたは才ートワインダ ー G 装着による自動 
巻上け巧能 

自動復元順算ま 

巻戻しボタンおよびを戻しクランクによるモま、を戻しボタン自動復元 
スライドアップまクイックリターン 

哀ぶた開閱ノ乃 I 上けま、ワンタッチ□ックま、グリップか、メモホルダー（フイルム感度換お椒付、 

マルチファンクションバックおよびクオーツデータパ'ック1装着巧能 

1.5 V 乃レカリ.マンガン電池 ( LR 44/ A 76) または1.55\/酸化銀電池 G -1 3型 ( J に SR 44) 相当お2個 
切換スイッチま、垣画]、画、因亞 

シャッターボタンセンサースイッチま 

フイルムシグガレ付、プレビューボタンか、霉池ケース付、アイビースキャップ付 
.89 mm 盾さ） X 137 mm (幅） X 51.5 mm (奥行） 

5059 (覃池別） 


•ここ I こ記載の性有目もよび製品の外邸よ、都合じより予告なく变更することがあります。 
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